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新型コロナウイルス感染症は、今のところ 終息の目途がついていません。
　一般の風邪の原因となる他のコロナウイルスは冬季に流行のピークが見られ、夏季には少ないとされていま
すが、新型コロナウイルスも同様に季節性があるかは今のところわかっておらず、7月に入り東京を中心とした、
各地域で再流行がみられ、今後の推移を注意深く見守る必要があります。

新型コロナ感染症の今後

内科主任部長
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　厚生労働省クラスター対策班の西浦博・北海道大学教授は4月15日の記者会見で、新型コロナウイルスの
感染拡大で、人と人との接触を減らすなどの対策を全く取らない場合、国内では重篤患者が約85万人に上
り、半数が亡くなる恐れがあるとの試算を公表し、その上で人と人との接触を8割減らせば、流行を抑え込める
との見方を強調しています。
　一部諸外国では、ロックダウン（都市封鎖）等の厳しい措置を行うことで感染拡大のピークが抑えられまし
た。日本においても、4月7日に東京都、大阪府等の7都道府県に対し、緊急事態宣言（4月16日に全国に拡大）
が出されてから新規感染者数は減少し、5月25日には全国で緊急事態宣言が解除されました。緊急事態宣言
時には感染者数も減ってきましたが最近では緊急事態宣言前までに戻ってきています。しかしながら社会状
況から再度の緊急事態宣言はでそうにありません。
　5月1日に発表された新型コロナウイルス感染症対策専門家会議による「新型コロナウイルス感染症対策の
状況分析・提言」において、諸外国での中長期の見通しについての検討、今後の国内の見通しについて述べら
れています。
　英国からの論文ではワクチンが入手可能になるまでの1年半以上、米国からの論文では集団免疫を獲得す
るまでの2022年までは、再流行が想定され、医療崩壊を防ぐために社会的距離政策（人と人との距離を確保
すること）を断続的にでも継続していかなければいけない可能性を示しています。国内の今後の見通しについ
ては、国内においても感染状況に応じた持続的な対策が必要になるとしています。感染の状況が厳しい地域で
は新たな感染者数が一定水準まで低減するまでは、医療崩壊を防ぐため、引き続き徹底した行動の変化（外
出自粛等）が必要であり、一方、新たな感染者が限定的となった地域でも、再度感染が拡大する可能性があ
り、長丁場に備え、感染拡大を予防する「新しい生活様式」に移っていく必要があることを提案しています。
　新型コロナウイルスは国内での流行が一旦は抑えられても、ワクチンの開発や有効な治療法の確立までは、
何度でも再流行する可能性があります。
　私たちは、今後、新型コロナウイルスとの共存の方法を模索していく必要があるのかもしれません。
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医療の現場から

ICT（感染対策チーム）について

環境ラウンド中

《MRI撮影装置の更新について》
　7月15日より作業員等の感染症拡大防止対策を協議しながらMRI更新工事を開
始しました。工事・調整作業は8月末日で完了し、9月より撮影を開始いたします。

撮影室内機器設置位置まで搬入

　新しく導入された機種「Ingenia1.5T」
は最新の高速撮影技術である圧縮セン
シング技術を搭載し、撮影時間を大幅に
短縮しながら高精細な画像を撮影する事
が可能です。DWIBS法(全身拡散強調
MRI)、造影剤を使用しない冠動脈撮影
など今まで出来なかった検査にも対応で
きます。

新機器クレーンで移動中
　期間中は各医療機関の方々にご協
力いただきありがとうございました。

　ICT：感染対策チームとは、インフェクション・コ
ントロール・チーム（Infection Control Team）
の略称です。今回は、ICTの活動内容などをご紹介
させていただきます。
　もしかすると、初めて聞く方もいらっしゃるかもしれません。しかし、冷蔵庫の中を見たり、ゴミ箱の中身を見たり、
泡ハイター開けっ放ししてないか見たり…etcと、毎週金曜日夕方に2～3人で色んな所をうろついている集団と言
えばどうでしょうか？「金曜に見回りに来やる人らか。」「手指消毒しましょうって言いに来る人らやろ。」と少しでも思
い返していただければ幸いです。
　ICTは、院内で起こる様々な感染症から患者・家族・職員を守るために活動する組織です。メンバーは医師・看護
師・薬剤師・臨床検査技師・事務員と多職種で構成しています。ちなみに、毎週金曜日に色んな部署にお邪魔してい
るのは「環境ラウンド」といい、感染対策の実施状況を確認させていただいております。いつもお忙しい中対応してい
ただきありがとうございます。この場をお借りして、お礼を申し上げます。

　環境ラウンドの他にも、感染症サーベイランス・抗菌薬使用状況の確認など様々な業務を行っています。ただ、「見
回り」をしている以外に実際どんな事をしているのかは、なかなかイメージしづらいかと思います。　
　そこで、ICTを『消防団』に例えてみます。消防団は、火事があればすぐに駆け付けて、消火活動を行い被害を最小
限にします。そして、火事が起きないために、地域の見回りをしたり、防火教育や相談、啓発活動を行っているかと思
います。
では、ICTは何してるのかというと、感染症の発生状況を常に監視し、感染症
が発生すれば部署へ行き必要な対策を考えて感染拡大を防ぎます。そして、感
染症や感染拡大を防ぐために、院内の環境ラウンドを行い、感染対策の指導
を行います。さらに、抗菌薬適正使用や微生物検査に関する相談に応じたり、
研修会を開いて啓発活動を行っています。消防団→ICT、火事→感染症と置
き換えると、少しイメージしていただけたでしょうか？
　ただし、感染対策はICTだけで成り立つことはできません。たった一人の職員
が対策を怠ってしまうとどうなるでしょうか。例えば、今話題のCOVID-19はそ
の隙を見逃しません。誰にも気づかれず静かに病院内に忍び込み、あっという間に院内を占拠して、目も当てられな
い事態となります。この記事を作成した時点（8/7）では、COVID-19第2波は来ています。そのため、今季の秋冬は
COVID-19・インフルエンザ・ノロウイルスなどの感染症との戦いになるかと思います。病院に訪れる患者・家族の
安全を守るためにも、職員一同で感染対策を行うことが必要不可欠となります。今後も感染対策のご協力をよろし
くお願いいたします。お困りの際は、お気軽にICTにご相談下さい。

血培ラウンド中




